
事例７ 

 

栃木県（栃木県立衛生福祉大学校）における中学生等を対象とした 

理科と歯科技工とを関連付けた出張授業 

 

○ 事業名、事業実施体制および情報提供協力者 

事業名：栃木県立衛生福祉大学校出張授業 

事業実施体制：栃木県（栃木県立衛生福祉大学校） 

情報提供協力者：栃木県（栃木県立衛生福祉大学校）青山 旬 氏 

 

○ 事業内容等について 

栃木県立衛生福祉大学校歯科技術学部では、県内の中学校等の生徒に対して、理科の授業と

歯科技工学とを関連付けて、高等学校までの理科の理解が重要であることを学ぶための出張授

業の取組を実施している。実際の授業内容では、歯科技工士とはどのような職業かを説明する

とともに、歯科治療に用いられる歯科材料の性質等について、物理、化学、生物等の知識を用

いて、説明を行っている。また、実際に指の印象採得を行い、石膏模型を作製し、授業終了後

は模型を生徒一人ひとりに対してお土産として配布している。 

この取組を実施することにより、中学校での授業科目の一つである理科の重要性を学ぶこと

ができるとともに、歯科技工士という職業を知ることができる。延いては、理科で学ぶ内容が

実際の職業において活かされていることを知ることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

栃木県立衛生福祉大学校における理科と歯科技工に関する出張授業 

（訪問先：栃木県立宇都宮東高等学校附属中学校） 
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